
FCV・水素インフラ普及に向けた 
これまでの取組について 

資料１ 
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• 平成26年６月  水素・燃料電池戦略ロードマップ 策定 
• 平成28年３月  水素・燃料電池戦略ロードマップ 改定 
• 平成29年12月  水素基本戦略 決定 
                  （２０５０年を視野に入れ、将来目指すべき姿や目標として官民が共有すべき大きな方向 
                   性・ビジョンを示すもの） 

ＦＣＶ・水素ステーションに関する国の動き 
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◆ 京都府次世代自動車普及推進協議会ＦＣＶ・水素社会部会 

平成２７年２月、府内におけるＦＣＶの普及促進及び水素エネルギーの運輸部門での活用等に係
る研究を目的として「京都府次世代自動車普及推進協議会」に「FCV・水素社会研究部会」を設置 

目 的 

検討項目 

• ＦＣＶ普及方策 
• 水素ステーション整備計画の検討 
• 府内における水素関連産業のあり方 等 

＜京都府電気自動車等普及促進計画（H26.12）におけるＦＣＶの位置付け＞（計画抜粋） 
 

●計画改定にあたっての視点と課題：新産業の創出  ～新たなエネルギー社会に向けた産業づくり～ 
｢エネルギーマネジメント｣､｢燃料電池車を契機とした水素社会への先駆的対応｣の視点から 

水素を利用した新たなタイプの電気自動車として本年度に市場投入されるＦＣＶは、ＥＶ・ＰＨＶの数倍の電力供給機能を
有し、水素社会への扉を開き、エネルギーの多様化を推進するものとして期待されている。 
 

●施策展開の方向と目標 

京都議定書誕生の地として地球温暖化対策の先導と、水素社会実現に向けての一歩を踏み出す視点から、大都市や
観光地、過疎地等の地域ごとに、また利用目的に応じて、ＥＶ・ＰＨＶの特性を活かした多様な利用を促進するとともに、
京都が強みとする環境関連産業や大学及び研究機関等が有する技術などを活かし、水素エネルギーの可能性にも注
目しながら、ＥＶ・ＰＨＶ及びＦＣＶに関連するサービスや、蓄電池、充電器、情報通信機器などの関連産業の創出を促進 
 

● 目標達成に向けた施策展開：「新たなエネルギー産業の創出」 
・ＦＣＶの市販開始を契機とした水素関連産業の研究・創造 
「次世代自動車普及推進協議会」の中に「ＦＣＶ・水素社会研究部会(仮称)」を設置し、府内におけるＦＣＶ普及に向けた
情報収集や、水素関連産業のあり方を調査研究するとともに、水素ステーションの府内への誘致を推進する。 

これまでの府の取組 

平成２７年１２月 
 「京都府燃料電池自動車（ＦＣＶ）普及・水素インフラ整備ビジョン（ＦＣＶビジョン）」策定 
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重点取組に基づき施策を展開 4 



京都府電気自動車等普及促進計画（H29.12）における 
ＦＣＶビジョン重点事項の位置付け 

項目 ＦＣＶビジョン ＥＶ計画（H29.12） 

初期需要の創出 【ＦＣＶ】 
•公用車への率先導入 

•自動車税等の減免継続の必要
性検討 

【水素ステーション】 

•クリーン水素ステーションの先行
導入 

公用車への導入促進 
公用車へのＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶの導入を推進 
初期費用の負担軽減 
府条例に基づく自動車取得税及び自動車税を減免 
充電・水素充填インフラネットワークの構築 
水素ＳＴは交通結節点等への整備を促進 
再生可能エネルギー由来の電気・水素の供給促進 
再エネ由来の水素を供給する水素ＳＴの整備を促進 

技術開発の促進と
関連産業の振興 

•燃料電池フォークリフト等の実証
事業 

•食品残渣からの水素回収の実
用化調査 

水素関連産業の振興 

産学公の連携により、固体水素源型燃料電池システムや
食品残渣から水素エネルギーを回収する技術の開発等を
推進 

規制の見直しに向
けた国への要望 

•公道と水素充填設備との離隔距
離の短縮等の規制の見直しの要
望 

充電・水素充填インフラネットワークの構築 
水素ＳＴは交通結節点等への整備を促進（再掲） 

府民の理解促進 •イベントでのＦＣＶの展示、試乗
会等の実施 

•写真コンテスト等を通じたＦＣＶの
魅力発信 

•防災訓練におけるＦＣＶの電源機
能のＰＲ 
•セミナー開催等による広報・啓発 

•ＦＣＶ等を活用したＣＯ２ フリー観
光の促進 

国際的なイベント等での情報発信 

国際的なイベントや学会などにおいて、ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶの
ＰＲ 
災害時等の非常用電源としての活用 

公用車のＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶを、災害時等に非常用電源とし
て活用。また、活用方法等について、積極的に情報発信 
ＥＶ等を活用したエコツーリズムの推進 

タクシー事業者やレンタカー事業者に対し、ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣ
Ｖの導入を支援 5 



・「関西圏の水素ポテンシャルマップ」を作成 
 （平成３０年３月 関西広域連合エネルギー検討会） 
 

・「燃料電池自動車FCVって何だろう？」冊子を作成 
 （平成３０年９月 関西広域連合広域環境保全局） 
 

・「エコカー検定」を開催予定 
 （平成３０年１２月～平成３１年１月 関西広域連合広域環境保全局主催） 

関西広域連合における取組 

関西圏の水素ポテンシャルマップ 燃料電池自動車ＦＣＶって何だろう？ エコカー検定パンフレット 6 



（参考） 
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